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【CIIシンタックスルールについての解説】
財団法人　建設業振興基金
建設産業情報化推進センター
　CIIシンタックスルールの現在の最新版はVer.3.00であるが、CI-NET標準ビジネスプロトコルVer.1.5は、前バージョン（Ver.1.4）から引き続きCIIシンタックスルールVer.1.51に準拠する。それは、既存のCI-NET標準ビジネスプロトコルVer.1.4およびCIIシンタックスルールVer.1.51ユーザーを考慮したためである。同ルールVer.1.51と、Ver.2.10・Ver.3.00には、次表に示すような機能上の相違点がある。
表1　CIIシンタックスルールVer.1.51とVer.2.10・Ver.3.00の機能変更点
◎：基本仕様　　○：オプション　　△：不完全な仕様　　無印：無

	機　　能
	CIIシンタックスルール

	
	Ver.1.51
	Ver.2.10
	Ver.3.00

	1byteデータタグ
	◎
	◎
	

	3byteデータタグ
	
	◎
	◎

	BIT属性データ
	
	◎
	◎

	漢字（JIS-X0212）
	
	○
	○

	漢字（JIS-X0221）
	
	○
	

	シフトJIS漢字
	
	○
	○


	名無しマルチ明細
	◎
	◎
	

	拡張名付きマルチ明細
	
	◎
	◎

	ﾒｯｾｰｼﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ･ﾍｯﾀﾞｰ（2000年対策）
	
	
	◎

	ﾒｯｾｰｼﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ･ﾍｯﾀﾞｰ（ﾒｯｾｰｼﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ特定機能）
	
	◎
	◎

	ﾒｯｾｰｼﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ･ﾍｯﾀﾞｰ（宛て先国コード３種）
	
	
	◎

	ﾒｯｾｰｼﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ･ﾍｯﾀﾞｰ（発信元国コード３種）
	
	
	◎

	ﾒｯｾｰｼﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ･ﾍｯﾀﾞｰ（拡張変換ﾃｰﾌﾞﾙｱｸｾｽ機能）
	
	
	○

	ﾒｯｾｰｼﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ･ﾍｯﾀﾞｰ（チェック・サム機能）
	◎
	
	

	短縮メッセージ・グループ構造
	
	△
	○

	非構造化モード
	
	
	◎

	非透過モード
	○
	
	

	TYPE E（EDIFACTモード）
	○
	
	

	セキュリティ機能
	
	△
	○


CI-NET標準ビジネスプロトコルに基づいたEDI取引の当事者の中で、CIIシンタックスルールVer.1.51対応のトランスレーターのユーザーと、同シンタックスルールVer.2.10またはVer.3.00対応のトランスレーターのユーザーが混在する場合、次の点に留意が必要である。
（1）Ver.2.10およびVer.3.00ユーザーは、Ver.1.51に準拠したEDI取引を行うため、トランスレーターの環境設定において、CIIシンタックスルールのバージョン番号を「1.51」にセットしなければならない。（設定方法については各トランスレーターのマニュアルを参照されたい。）
 （2）トランスレーターがVer.2.10またはVer.3.00しかサポートしない等の理由により上記（1）の設定ができない場合、EDI取引の当事者は、表１の機能を利用しないことをあらかじめ合意しておく必要がある。
また、Ver.2.10およびVer.3.00ユーザーは、Ver.1.51の電子データを受け取ってもワーニングとして処理を続行するようトランスレーターを設定しなければならない。（設定方法については各トランスレーターのマニュアルを参照されたい。）
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（産業情報化推進センター）
CIIシンタックスルールは、我が国のEDIの標準化を促進するために、新たに開発された構文規則である。このシンタックスルールは、（社）日本電子機械工業会で開発されたEIAJシンタックスルール（電子機器産業界のEIAJ標準）を、他の業界にも適用できるように拡張したシンタックスルールで、EIAJシンタックスルールに対して上方互換の機能設定になっている。また、今後予想される国際標準UN/EDIFACTにおけるISO9735の普及に対して、EDIネットワーク上での共存が図れる機能も設定されている。

　本仕様は実用仕様として公開した「CIIシンタックスルール1.10（1992.8.28）」の改訂版で、『CIIシンタックスルール1.11』と『CIIシンタックスルール1.51』の２種類で構成されている。『CIIシンタックスルール1.11』は、同1.10にY属性を追加した規格であり、それ以外は同一である。『CIIシンタックスルール1.51』は同1.11にさらに設計画像データ伝送機能を追加した規格で、バージョン1.51がバージョン1.11を包括する形になっている。
　バージョン1.11とバージョン1.10は、ほとんどの場合互換性をとることができ、通常は一緒に使うことができる。バージョン1.51についても、設計画像データ伝送機能を使う時には、専用のトランスレーターが必要になるが、そうでなければ、バージョン1.10や1.11と一緒に使うことができる。
　本仕様の管理は、今後とも当センターである（財）日本情報処理開発協会　産業情報化推進センターで行う。また、著作権を含む工業所有権は当センターに帰属する。しかしながら、我が国のEDIの普及と標準化推進のため、当センターは本仕様の仕様を広く公開するとともに、無償での使用を認める。同時に、本仕様の一部を変更したような紛らわしいシンタックスルールの仕様は、標準化の乱れにつながる類似規格の発生を防止するため、排除の対象になることに注意されたい。
さらに、本仕様によってベンダーで開発されたトランスレーターについては、CIIシンタックスルール準拠表示を、製品に行うことを認める。但し、粗悪品等の発生があった場合、CIIシンタックスルール準拠表示の中止を求めることがある。当センターでは、このような事態を防止するため、当センターの示す特別な手続きを実施したトランスレーターに対して、『産業情報化推進センター推奨』表示を許可することとしている。

　本仕様に関する問い合わせ先を、下記に示す。

〒105-0011　東京都港区芝公園３－５－８　機械振興会館内

（財）日本情報処理開発協会　産業情報化推進センター

TEL　03-3432-9386　　FAX　03-3432-9389

［前文および以降使われている「設計画像データ」は、CI-NETの「技術データ」と同様である。］
［CI-NETへの適用に係わる問い合わせ先は、（財）建設業振興基金　建設産業情報化推進センターである。］
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Ⅰ　概　　要

『CIIシンタックスルールの概要』

１．特　徴
CIIシンタックスルールは、我が国のEDIに適合するよう使用可能文字と使用通信システムを特に考慮した体系である。以下に主な特徴を述べる。
①　製造業界など、項目数の多いメッセージのコーディングに適した、可変長フォーマットの採用
②　英数字､カタカナ､ひらがな､漢字など、我が国のEDIで必要とする文字をサポート
③　複雑な業務処理に対応できる多機能なメッセージ構造（繰返明細の９重のネスティングが可能）
④　最小のメッセージ長を実現する効率的なメッセージ・コントロール構造（データタグ／制御タグ方式）
⑤　我が国のEDIの標準化に十分な、最大61439種のデータ項目を使用できる。
⑥　通常のEDIには十分な、最大32767文字（漢字の場合は、16383文字）のデータ項目が取り扱える。
⑦　オプション機能の活用により、OSI新手順（Ｆ手順およびＭ手順）をはじめ、全銀手順、JCA手順など、あらゆる通信システムに対応できる（図0－1参照）。
⑧　将来普及が予想されるISO9735との並行使用のためのオプションを最初から持っている。このオプションでは、ISO9735（UN/EDIFACT）に合致する伝送形態になり、一つのネットワーク上で両方のメッセージを取り扱うことが可能。
⑨　現在のEIAJシンタックスルールと互換性がある。シンタックスレベルで、上方互換になっている。
⑩　以上の特徴を十分に発揮させるトランスレーターのサポート（CIIトランスレーターは、様々なコンピュータに対して供給される）。
尚、ベンダーから実際に開発提供されるトランスレーターでは、取り扱い可能な最大データ項目長などは、上記の値よりも小さい場合があるので、ユーザーが導入する際には、注意が必要である。詳細は、『トランスレーター導入ガイドライン（産業情報化推進センター編）』を参照されたい。
［建設産業界には、一般のトランスレーターが予定している以上に長大なメッセージ（見積回答情報など）が存在するなど建設産業特有の事情がある。このため、トランスレーターの導入に際しては、建設産業情報化推進センターの機能確認試験結果を確認されたい。］
２．基本構造
CIIシンタックスルールは、ファイル伝送で実現するEDIのために設計されており、その基本形態は、TYPE12と呼ばれる一つのメッセージグループ・ヘッダー、複数のメッセージ及び一つのメッセージグループ・トレーラーで構成されるファイルである（図0－2の上段を参照）。メッセージグループ・ヘッダー、メッセージ及びメッセージグループ・トレーラーは、それぞれ一つのレコードに収容される（一つのメッセージを一つのレコードに収容）。この構造を基本形式として、2つのバリエーションがある。一つはTYPE12の分割モードと称する一つのメッセージを複数の固定長レコードに収容した形式（図0－2の中段を参照）であり、もう一つは、TYPE-Eと称するISO9735構造を応用した形である（図0－2の下段を参照）。以下、順に概要を述べる。
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図0－1　CIIシンタックスルールのオプションと通信システムとの関係
注）網かけ内がCIIトランスレーターの標準的サポート範囲
［CI-NETは、TYPE12（透過モード、拡張モード）の上に構築されている。通信手順の種類および可変長（通常モード）か固定長（分割モード）かについては、事前に接続相手先と協議の上決定する。TYPE-Eは、当面CI-NETでは対応しない。］
２－１　TYPE12（通常モード）
図０－２の上段の構造で、CIIシンタックスルールの基本形である。その交換の階層は、図０－３で、示される。メッセージグループ・ヘッダーとメッセージグループ・トレーラーは、それぞれ一つの251byteの固定長レコードに収容され、一つのメッセージが一つの可変長レコードに収容される。
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図0－2　TYPE12（基本形、分割モード）及びTYPE-Eの伝送形態

２－２　TYPE12（分割モード）
図０－２の中段の構造であり、基本形式（通常モード）と基本的には同一で、交換の階層も通常モードと同じく図０－３で表せられる。しかし可変長レコードが取り扱えない通信システムに適合するよう、一つのメッセージは複数の251byteの固定長レコードに収容される。このモードの縮小モード（後述）の時は、EIAJシンタックスルールと互換性（同一）がある。
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図０－３　交換の階層（TYPE12）
［CI-NETは拡張モードのため、EIAJシンタックスルールとは互換性がない。］
２－３　TYPE-E

［当面CI-NETでは対応しない。］
図０－２の下段の構造である。基本形式のメッセージグループ・ヘッダーが、ISO9735のUNA及びUNBセグメントに置き換えられ、メッセージグループ・トレーラーが、UNZセグメントに置き換えられている。そして、メッセージは、メッセージ・ヘッダーがUNHセグメントに置き換えられ、メッセージ本体はセグメント・タグ（CII）がセットされる以外はTYPE12のメッセージがそのまま用いられ、UNTセグメントが追加される（図０－４参照）。このことにより、UN/EDIFACT電文（ISO9735でコーディングされている）と同一のネットワークでEDIを実施することができる。TYPE-Eの交換の階層は、ISO9735の交換の階層と同一である。UNAセグメントとUNBセグメントは一つの可変長レコードに格納され、他のセグメントは、一つのセグメントが一つの可変長レコードに格納される。
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図０－４　TYPE12メッセージのセグメント化

３．縮小モードと拡張モード
CIIシンタックスルールでは、データエレメントはTFD（Transfer Form Data）形式で、伝送される。TFDは、データエレメントに、データタグ及びデータ・レングスタグ（レングスタグ）が追加されたもので、図０－５のフォーマットである。一つのメッセージは、このTFDを必要数集めて構成され、例えば、１通の注文書／請求書を表す。
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図０－５　ＴＦＤの構造

『データタグ』とは、データエレメントの意味や属性を表すＩＤであり、その値は、標準メッセージ及びデータエレメント・ディレクトリー（データ項目一覧表）上で、項目No.（整理番号）として表現される。データタグには縮小形式（239種のデータエレメントを表示できる）と拡張形式（61439種のデータエレメントを表示できる）があり、CIIシンタックスルールでは、メッセージ長を短縮するために最適な使い分けが行われる。この使い分けをコントロールする制御子を、拡張モード指示子と呼ぶ。
TFDエリア中の拡張モード指示子（X'F0'）の左側を縮小モード領域、右側を拡張モード領域という（図０－６参照）。縮小モード領域中のTFDには縮小モードのデータタグが使用され、拡張モード領域中のTFDには拡張モードのデータタグが使用される。TFDエリア中に拡張モード指示子がない時は、すべて縮小モード領域となり、TFDエリアはEIAJシンタックスルールと同一になり、互換性の確保にも活用される。
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図０－６　縮小モードと拡張モード（メッセージ本体）

［CI-NETは拡張モードである。これらの処理はトランスレーターが行うため、ユーザーは、意識する必要はない。］
４．非透過モードオプション
［CI-NETでは当面使用しない。］
このオプションは、Ｊ手順等の非透過モードの通信回線を使用する時に用いる。CIIシンタックスルールは、透過モードの通信回線用に設計されているため、非透過モードの通信回線を使用すると一部のデータが通信制御のキャラクターと衝突しデータが伝送できない。非透過モードオプションは通信制御キャラクターとの衝突を避けるための対策を追加するオプションである。但し、このオプションを設定するとデータ長が長くなる。したがって、透過モードの通信回線を用いる時は、このオプションを使用しない。
５．文字コード
CIIシンタックスルールでは、JIS-X0201及びJIS-X0208を標準の文字コードとする。特に、メッセージグループ・ヘッダーとメッセージグループ・トレーラーでは、英数字とブランク以外の文字の使用は禁止され、文字コードもJIS-X0201の使用が義務づけられる。TYPE12のメッセージについては、ローカル協定に基づくローカル文字の使用が可能であるが、推奨できない。JIS-X0208（JIS第１水準、第２水準漢字）は、メッセージ中のTFDのデータ部（データエレメント）でのみ使用できる。
また、TYPE-Eでは、メッセージ（CIIセグメント）も含めてすべてのセグメントについて、JIS-X0201、JIS-X0208の文字コードを使用しなければならない。JIS-X0208（JIS第１水準、第２水準漢字）は、CIIセグメント内でのみ使用できる。
６．トランスレーター
６－１　トランスレーターのアウトライン
送信用のトランスレーターは、オプションの設定で、TYPE12、TYPE-Eのどのメッセージも作成することができる。また、次の条件の内のどれか１つ（拡張モード）を検出するまで、縮小モードでメッセージを作成する。
　①　240以上の値を持つデータ・タグの検出
  ②　明細番号付マルチ明細の検出
すなわち、縮小／拡張モードを自動的に設定する。一つのメッセージ中で以上の条件が成立しない時は、メッセージ全体が縮小モードで作成される。この時EIAJシンタックスルールと完全に互換性のあるメッセージになる（TYPE12の時）。
受信用のトランスレーターは、TYPE12及びTYPE-Eのメッセージに加えてEIAJシンタックスルールのメッセージでも、すべて自動的に検出し、同一の変換テーブルを用いてメッセージの解釈を完全にできる。
また、トランスレーターには文字コード変換機能が含まれ、漢字のJIS第１、第２水準をカバーする。文字コードの変換は、必要に応じてバイパスできるオプションが設けられる。
トランスレーターに関しては、別途資料『トランスレーター導入ガイドライン』を参照されたい。
６－２　モデル・トランスレーター
トランスレーターは、EDIシステムにとって、最も重要な要素である。CIIシンタックスルールの大きな特徴の一つは、トランスレーターをあらかじめ考慮して設計されていることで、本シンタックスルールが期待するトランスレーターの構造や機能があらかじめ決められている。この標準トランスレーターを、『モデル・トランスレーター』と呼ぶ。
トランスレーターの仕様を標準化する場合に、最も困難な事項は、一般的なAPI（アプリケーション・インタフェース）の標準化である。APIは、ユーザーのコンピュータ・システムの構成やEDIシステムの構成に応じて様々な形態があり、通常汎用的な仕様を定義することは難しい。そこで、業務処理システムとのデータの受渡しをすべてファイルで行い、トランスレーターへの起動／停止などの指令（コマンド）を手動で与える、実質的にAPIのないトランスレーターを設定する。このトランスレーターは、いわば架空のトランスレーターであり、単なる設計ガイドであるが、ユーザー環境に応じた機能を追加することで（APIの変更等）、実用的なトランスレーターになる。従って、モデル・トランスレーターは、様々なベンダーがCIIトランスレーターを開発する時見本となるものである。
モデル・トランスレーターを参考にしてベンダーがトランスレーターを開発することで、異なるベンダーが開発したトランスレーターの組み合わせでも問題なくEDIのデータ交換が可能になる。
モデル・トランスレーターは、コンピュータの機種によらず同一であるのが原則であるが、メインフレームに実装されるトランスレーターとパーソナル・コンピュータ（パソコン）に実装されるトランスレーターとが、同一の性能／機能を保持するというわけにはいかない。そこで、EDI本来の目的であるデータ交換に問題が生じない範囲で、パソコン用トランスレーターでは、機能の簡略化が行われる。
従って、モデル・トランスレーターは４種存在する。すなわち、
①　メインフレーム用モデル・トランスレーター
ａ．データ送信用
ｂ．データ受信用
②パソコン用モデル・トランスレーター
ａ．データ送信用
ｂ．データ受信用
である。図０－７は、メインフレーム用モデル・トランスレーター（送信用）の構成例である。
[image: image7.emf]CII

シンタックス

ルール

TYPE12

TYPE-E

通常モード

分割モード

通常モード 透過モード

透過モード

非透過モード

（

JIS-X0201

、

X0208

）

OSI

新手順

全銀可変長等

J

手順等

全銀固定長

JCA

手順等

縮小／拡張

縮小／拡張

縮小モード

拡張モード

（設計画像

拡張モード）

TYPE

オプション

分割モード

オプション

非透過モード

オプション

対応通信

システム

縮小／拡張

自動選択

透過モード

EIAJ

ｼﾝﾀｯｸｽﾙｰﾙ

（設計画像）

非透過モード

（

JIS-X0201

、

X0208

）

縮小／拡張

OSI

新手順

全銀可変長等

縮小／拡張


図０－７　送信用モデル・トランスレーターの構成（メインフレーム用）
７．CIIシンタックスルールによるシステムの構築
CIIシンタックスルールは、EIAJシンタックスルールの上位互換の規格であるため、EIAJ標準によるシステムとの共存を図るための特別な工夫は、通常、不要である。以下では、この状況について説明を行う。この説明のために、一つの仮定を行う。それは、EIAJ標準メッセージには、当分の間、項目No.240以上の項目と、Ｎ、Ｋ属性のデータエレメントの導入が行われないということである。もしこの仮定が成り立たない時は、EIAJシンタックスルールそのものがCIIシンタックスルールに改訂される時であるから、特別な工夫は、当然、不要になる。
図０－８の状況を設定する。EIAJ標準を用いている業界（E業界）の他にＡ、Ｂの２つの業界がある。Ｅ業界は、早くからEIAJ標準による業界内EDIを実施している。Ａ業界が新たにE業界とEDIを実施することになったが、そのための標準メッセージ（SM）は、項目No.240以上の項目と、Ｎ、Ｋ属性のデータエレメントは導入しないで作成された。E業界側の企業は、既に使っているEIAJトランスレーターを使用することになったが、Ａ業界側の企業は、新規のシステムなので、CIIトランスレーターを使用することになった。
その後さらに、Ｂ業界も新たにE業界とEDIを実施することになったが、こちらのSMは、B業界の強い要望もあり、K属性（漢字）のデータエレメントを導入することになった。幸いなことに、B業界とEDIを行うE業界側の企業は比較的少数の大企業だったので、既に使用していたEIAJトランスレーターに加えてCIIトランスレーターを追加することにした。ごく一部の企業では、すべてCIIトランスレーターに変更した。B業界はCIIトランスレーターを導入した。
このようなEDIの進展が、さらに、A業界とB業界のEDIも構築させることになったが、両業界ともCIIトランスレーターを導入済であり、スムースにEDIが構築された。
以上の過程は、CIIシンタックスルールの上位互換性が完全にカバーしており、ユーザー（各企業）は、シンタックスルールの違いに関する考慮は不要である。
尚、EIAJトランスレーターとの互換性等については、別途資料『トランスレーター導入ガイドライン』を参照されたい。
［CI-NETユーザーが建設産業内で使用する限りは、EIAJ標準との互換を意識する必要はない。］
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図０－８　ＥＩＡＪシンタックスルールCIIシンタックスルールの共存

８．TYPE-Eの応用
［当面CI-NETでは対応しない。］
TYPE-Eは、最近増加してきたUN/EDIFACTをサポートするEDIネットワーク（海外に多い）を活用するための形式である。但し、TYPE-EはISO9735に準拠したメッセージではあるがUN/EDIFACTの標準メッセージ（UNSM）には準拠していない。TYPE-EからUN/EDIFACTのメッセージを生成するために、CII－UN/EDIFACTコンバーターが必要である。当分の間、現実の業務ではそのような必要性はないと考えられるが、もし必要であれば技術的に可能であり、UNSMの第１バージョンが確定し日本国内サブセット制定後に、CII（TYPE-E）－UN/EDIFACTコンバーターが開発されることになろう。但し、この日本国内サブセットは、漢字項目を始めとする多くのローカル規定が含まれた、通常のUNSMサブセットとはかなり異なるものとなることが予想される。
Ⅱ  詳　　細
『CIIシンタックスルールの詳細』

１．キャラクターセットと文字コード
１－１　キャラクターセット
CIIシンタックスルールでは、8bit文字と16bit文字（漢字）が使用できる。表１－１は、CIIシンタックスルールで使用可能な8bit文字の一覧表である。これ以外の文字は原則として使用できないが、ローカル協定にローカル文字の使用も不可能ではない。
16bit文字は、別途資料『CIIシンタックスルール漢字コード表』を参照のこと。
［CI-NETではローカル文字（例えば外字）の使用は原則として不可。］
１－２　文字コード
文字コードは、原則としてJIS-X0201（8bit文字、表１－１にコードを示す）とJIS-X0208（16bit文字）を用いる。しかしながら、ローカル協定により、ローカルな文字コードを用いることも不可能ではない。
表１－１　8bit文字コード表

	
	0
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	A
	B
	C
	D
	E
	F

	0
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	1
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	2
	SP
	！
	"
	＃
	＄
	％
	＆
	'
	（
	）
	＊
	＋」
	,
	－
	.
	／

	3
	0
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	：
	；
	＜
	＝
	＞
	？

	4
	＠
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	Ｅ
	Ｆ
	Ｇ
	Ｈ
	Ｉ
	Ｊ
	Ｋ
	Ｌ
	Ｍ
	Ｎ
	Ｏ

	5
	Ｐ
	Ｑ
	Ｒ
	Ｓ
	Ｔ
	Ｕ
	Ｖ
	Ｗ
	Ｘ
	Ｙ
	Ｚ
	［
	￥
	］
	＾
	＿

	6
	'
	ａ
	ｂ
	ｃ
	ｄ
	ｅ
	ｆ
	ｇ
	ｈ
	ｉ
	ｊ
	ｋ
	ｌ
	ｍ
	ｎ
	ｏ

	7
	ｐ
	ｑ
	ｒ
	ｓ
	ｔ
	ｕ
	ｖ
	ｗ
	ｘ
	ｙ
	ｚ
	｛
	｜
	｝
	￣
	

	8
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	9
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	A
	
	。
	「
	」
	、
	・
	ヲ
	ァ
	ィ
	ゥ
	ェ
	ォ
	ャｬ
	ュｭ
	ョ
	ッ

	B
	―
	ア
	イ
	ウ
	エ
	オ
	カ
	キ
	ク
	ケ
	コ
	サ
	シ
	ス
	セ
	ソ

	C
	タ
	チ
	ツ
	テ
	ト
	ナ
	ニ
	ヌ
	ネ
	ノ
	ハ
	ヒ
	フ
	ヘ
	ホ
	マ

	D
	ミ
	ム
	メ
	モ
	ヤ
	ユ
	ヨ
	ラ
	リ
	ル
	レ
	ロ
	ワ
	ン
	゛
	゜

	E
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	F
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


（注）コードは、Hex表示、縦軸は、上位4bit、横軸は、下位4bit　網掛けの部分は使用禁止
１－３　メッセージグループ・ヘッダーとメッセージグループ・トレーラーのキャラクターセットと文字コード
メッセージグループ・ヘッダーとメッセージグループ・トレーラーでは、表１－２に示す8bit文字のみ使用可能で、かつ、文字コードはJIS-X0201を用いなければならない。ローカル協定によるローカルコードの使用は許されない。
 この処置は、オープンなEDIネットワークにおいて、確実なデータ交換（行き先のコントロール）を行うために必要である。
表１－２　メッセージグループ・ヘッダー及びメッセージグループ・トレーラーの文字コード表
　　　　　　　　　　　（8bit文字コード）

	
	0
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	A
	B
	C
	D
	E
	F

	0
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	1
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	2
	SP
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	3
	0
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	
	
	
	
	
	

	4
	＠
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	Ｅ
	Ｆ
	Ｇ
	Ｈ
	Ｉ
	Ｊ
	Ｋ
	Ｌ
	Ｍ
	Ｎ
	Ｏ

	5
	Ｐ
	Ｑ
	Ｒ
	Ｓ
	Ｔ
	Ｕ
	Ｖ
	Ｗ
	Ｘ
	Ｙ
	Ｚ
	
	
	
	
	


（注）コードは、Hex表示、縦軸は、上位4bit、横軸は、下位4bit
網掛けの部分は使用禁止
２．CIIシンタックスルールの詳細（TYPE12）
以下の記述では、8bitを1byteと記述し、X'1A'は、Hex表示を表すものとする。又、誤解を避けるために、例えば、キャラクターCはC（=X'43'）のようにHex表示を併用する。又、図示されたフォーマット中の値は、すべてHex表示とする。さらに、特に断らない限り、バイナリーとは、符号無2進数とする。
２－１　定　義
２－１－１　固定長データエレメント
右側のブランクの省略を行わない、データ長が常に固定されている文字列データエレメントである。CIIシンタックスルールでは、メッセージグループ・ヘッダー、メッセージグループ・トレーラー及びシステム運用電文のみで用いられ、使用可能な文字セットと文字コードは、表２－１で示される。
２－１－２　可変長データエレメント
数値データの左側のゼロあるいは文字列データの右側のブランクの省略を行うデータエレメントである。このデータエレメントは、メッセージ内のTFDエリア中で、TFD形式データ構成要素として用いられる。以下の4種がある。
（1） 数値データエレメント（9属性）
最大30桁以下の数字列で、『0』～『9』までの数字だけで構成される数字データエレメントである。後述するTFD形式では、有効桁より左側にある『0』を省略することができる。すなわち『00123』と『123』は同一の意味とする。小数点は暗示的に示され、小数点以下の桁は、整数部に有効桁がある時は省略できない。
 例えば、小数点以下が4桁である場合、『00123（=0.0123）』は『123』と同一の意味になるが、『10000』は『1』と同一の意味にはならない。本データエレメントでは8bit文字を用いる。
（2） 数値データエレメント（N属性）
最大30桁以下の数字列で、『0』～『9』までの数字、正負符号（『＋』及び『－』）及び小数点（『．』）で構成される数値データエレメントである。正負符号及び小数点は桁数に含めない。
正負符号は、常に数字列の先頭（左側）になければならない。『＋』符号は省略することができる。正負符号と最も左側にある有効桁との間にある『0』を省略することができる。すなわち、『－00123』と『－123』は同一の意味とする。小数点は、『．』で明示される。小数点以下の桁については、最も右側にある有効桁よりもさらに右側にある『0』を省略することができる。従って、『12.2100』と『12.21』は同一の意味とする。小数点が省略された時は、整数となる。『.123』や『－.012』等の表現も許される。本データエレメントでは8bit文字を用いる。
尚、受信用トランスレーターでは、ブランクとゼロを同等に扱うケースがあるが、これは、ローカルな拡張オプションである。
（3） 8bit文字列（X属性）
最大32767文字の8bit文字で構成される文字列データエレメントである。後述するTFD形式では、最も右側にあるブランク以外の文字よりもさらに右側にあるブランクを省略することができる。例えば、『△△ＡＢＣ△△△△』と『△△ＡＢＣ』は同一の意味である。
（4） 16bit文字列（K属性）
最大16383文字（32766byte）の16bit文字で構成される文字列データエレメントである。本文字列内に、8bit文字を含めることはできない。本文字列では、最も右側にあるブランク（16bit文字のブランク、以下同じ）以外の文字よりもさらに右側にあるブランクを省略することができる。
例えば、『△△構文規則△△△』と『△△構文規則』は同一の意味である。
（5） 年月日（6桁または8桁の数字列：Y属性）
西暦年月日を表す数値である。本規格は、CIIシンタックスルール1.11をサポートしているトランスレーターで用いることが可能であるが、CIIシンタックスルール1.10をサポートするトランスレーターでも、Y属性のかわりに9属性（変換テーブル上での定義）を用いることで、西暦1951～1999までは、正常に動作する。2000年以後は、CIIシンタックスルール1.11をサポートしているトランスレーターでなければ、誤動作する可能性が大きい。
①　6桁表現と8桁表現がある。
②　6桁表現はY（6）と表記し、1951年～2050年までの年月日を表す最大6桁の　YYMMDD形式8bit数字列である（小数点記号や正負記号を含まない）。伝送時に左側のゼロを省略することができる。
③　8桁表現はY（8）と表記し、0100年～9999年までの年月日を表す最大8桁のYYYYMMDD形式8bit数字列である（小数点記号や正負記号を含まない）。伝送時に左側のゼロを省略することができる。
　　尚、0000年～0050年までは2000年～2050年と解釈され、0051年～0099年までは1951年～1999年と解釈される。すなわち、0025年＝2025年とされ、0091年＝1991年とされる。
④　属性Y（6）とY（8）は、数字列であり、左側のゼロを省略することができる。すなわち、TFD形式においては、Y（6）属性のデータY（8）属性のデータ共に、最大長がそれぞれ6byte、8byteの可変長である。
⑤　Y（6）とY（8）は、1951年～2050年までの間を表現する時は、完全に互換性があり、同一の形式として扱う事ができる。
（6） 補足１
標準メッセージ上では、（1）から（4）までのデータエレメントの属性と桁数の表示を、表２－１のように行う。
（7） 補足２
数値データ内でのブランクは原則として使用禁止であるが、受信用トランスレーターでは、たとえ数値の途中に存在しても、エラー扱いにせず『0』と見なす。
表２－１　CIIシンタックスルールのデータエレメントの標準メッセージ上での表現方法
	データ・タイプ
	標準メッセージ、

データエレメント・ディレクトリーでの表現
	データ例
	備　　考

	文字データ
	8bit文字例
（JIS X0201）
	X属性
	X（n）
n：最大長（byte数）
	例）X（8）の時
ABCDEFGH
	長さは、byte数で表す。
EIAJシンタックスルールと同一である。

	
	16bit文字例
（JIS X0208）
	K属性
	K（n）
n：最大長（byte数）
	例）K（10）の時
産業と情報
	長さは、byte数で表す。漢字文字数の2倍になる。

	数値データ
	固定小数点
正　数
（JIS X0201）
	9属性
	9（n）,
9（n）V（m）
n：整数部の桁数
m：小数部の桁数
	例）9（5）の時
    23456
例）9（3）V（2）の時
　  23456
（小数点は、4と5の間）
	9（5）V（0）と9（5）は同一の意味である。
EIAJシンタックスルールと同一である。

	
	浮動小数点数
（JIS X0201）
	N属性
	N（n）,         
N（n）V（m）     
n：整数部の桁数   
m：小数部の桁数
	例）N（5）の時      
   －23456         
例）N（4）V（2）の時  
　 －2345.6
	N（5）V（0）とN（5）は同一の意味である。

	
	日　付
（JIS X0201）
	Y属性
	Y（n）
nは6又は8
	例）Y（6）の時　YYMMDD
　　タイプ
　　930331
例）Y（8）の時YYYYMMDD
　　タイプ
　　19930331
	西暦日付である。


２－１－３　TFD形式データ1（データエレメント）
メッセージ内の可変長データエレメントは、TFD（Transfer　Form　Data）形式で表現しなければならない。
データタグ（データ識別ID）、データエレメント長（データ長）及び可変長データエレメントでTFD形式データを構成する（図２－１参照）。
①　データタグは、メッセージ内でのデータエレメントを識別する。通常、標準メッセージ及びデータエレメント・ディレクトリーの整理番号が用いられる。
②  データエレメント長は、直後のデータエレメントの長さをbyte数で表す。
③　データエレメントには、２－１－１で示した省略ルールが適用できる。
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図２－１　TFD形式データ
（1） データタグ
データタグには、縮小モードと拡張モードがある。メッセージ内には、TFD形式のデータを格納するTFDエリアがあり、TFDエリア内の拡張モード指示子の左側が縮小モード、右側が拡張モードになる。TFDエリア内の拡張モード指示子がない時は、TFDエリア全体が縮小モードとなる（図２－２を参照）。縮小モードでは、データタグは1byteの符号無バイナリーの数値となり、1～239の範囲の数値でデータエレメントの識別子を表す。拡張モードでは、データタグは2byteの符号無バイナリーの数値となり、1～61439の範囲の数値でデータエレメントの識別子を表す。この数値（データタグの値）には、通常、標準メッセージやデータエレメント・ディレクトリーの整理番号（項目No.）を用いる。
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図２－２　メッセージ内のTFDエリアにおける拡張モード指示子の機能
（2） データ長（データエレメント長）
データ長は、直後のデータエレメントのデータ長をbyte数で表す。1～239byteまでのデータエレメントの長さは、1byteの符号無バイナリー数値で表す。240～32767byteまでのデータエレメントの長さは、データ長拡張子と2byteの符号無バイナリー数値を用いて表す（図２－３を参照）
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図２－３　データ長（データエレメント長）の形式
（3） TFD形式データ１のまとめ
TFD形式データ１は、データタグが縮小モードと拡張モードの2種類あり、データ長も通常形式と拡張形式の2種類があるので、両者を組み合わせることにより、合計4種類ある。
①縮小モードデータタグ＋通常形式データ長･･･（01型TFDである（図2-4の01型））
②縮小モードデータタグ＋拡張形式データ長･･･（02型TFDである（図2-4の02型））
③拡張モードデータタグ＋通常形式データ長･･･（11型TFDである（図2-4の11型））
④拡張モードデータタグ＋拡張形式データ長･･･（12型TFDである（図2-4の12型））
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注）（　）内は、データタグ（項目No.）の値の範囲を示す。
図２－４　TFD型式データ1の構造
２－１－４　TFD形式データ２（TFD制御子）
TFD制御子は、メッセージのTFDエリア内の各種モードをコントロールする。制御子は、常に１byteの符号無バイナリーの数値（データタグ：制御タグとも言う）で構成され、制御データを持つ場合と持たない場合がある。例えば、拡張モードにおけるマルチ明細ヘッダーは、制御データとして１byteの明細番号を持つ（図２－５及び２－３－５を参照）。
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図２－５　マルチ明細ヘッダーの構造（拡張モード）
２－１－５　TFDエリア
一つ又は複数のTFD形式データ１（データエレメント）と一つ又は複数のTFD形式データ２（TFD制御子）で、TFDエリアを構成する。TFDエリアは可変長データエレメントの集合体である。
TFDエリアの最後部（TFDエリアの終わり）には、TFD－END指示制御子『X'FE'』を置かなければならない。TFD制御子『X'FE'』は、メッセージ・トレーラーを兼ねる。
２－１－６　メッセージ
一つのメッセージ・ヘッダー、一つのTFDエリア及びメッセージ・トレーラーでメッセージを構成する。メッセージ・ヘッダーは、常にメッセージの先頭に置き、次いで、TFDエリアを置かなければならない。メッセージ・トレーラーはメッセージの最後部に置かれ、TFDエリアの最後部に置かれるTFD制御子『X'FE'』で代用される（兼用される）。
２－１－７　メッセージグループ・ヘッダー
メッセージグループ・ヘッダーは、固定長データエレメントで構成される全長
251byteの固定フォーマットの文字列である。
２－１－８　メッセージグループ・トレーラー
メッセージグループ・トレーラーは、固定長データエレメントで構成される全長251byteの固定フォーマットの文字列である。
２－１－９　メッセージグループ
一つのメッセージグループ・ヘッダー、一つ又は複数のメッセージ及び一つのメッセージグループ・トレーラーで、メッセージグループを構成する。メッセージグループ・ヘッダーは、常に、メッセージグループの先頭に置き、次いでメッセージを置き、最後部にメッセージグループ・トレーラーを置かなければならない。
２－１－１０　交換
一つ又は複数のメッセージグループで、一つの交換を構成する。一つの交換とは、一回の通信システム上の接続に相当し、一つの交換に含まれるすべてのメッセージグループは、その交換では、通信システム上の一つの発信地から一つの着信地に送信される。
２－１－１１　レコードとファイル
コンピュータ・システムにおける補助記憶装置の論理的管理単位をファイルと呼び、個々のファイル内の論理的かつ機械的分割単位をレコードと呼ぶ。
但し、ここで言うレコードは、一般的なコンピュータのＯＳのおけるレコードの概念とは、必ずしも一致しない。ＯＳによっては、レコードが存在しないこともある。
CIIシンタックスルールでは、ファイル内の論理的分割単位をレコードとしており、コンピュータのＯＳにおけるレコードの概念と一致する場合もある。しかしながら、一致しない場合でも、処理上の問題点があるわけではなく、ＯＳにおけるレコードとは切り離したプロセスを構築することが可能である。
２－１－１２　格納構造
　メッセージグループのファイル／レコードへの格納方法を、格納構造と呼ぶ。
（1） 交換単位の格納構造
一つの交換は、一つのファイルに格納する。
（2） メッセージグループの格納構造
一つのメッセージグループを一つのファイルに格納してもよいし、複数のメッセージグループを一つのファイルに格納してもよい。しかし、一つのメッセージグループを複数のファイルに格納してはいけない。
（3） メッセージグループ・ヘッダーとメッセージグループ・トレーラーの格納構造
一つのメッセージグループ・ヘッダー及び一つのメッセージグループ・トレーラーは、それぞれ一つの251byteのレコードに格納しなければならない。
（4） メッセージの格納構造
一つのメッセージは、一つの可変長レコードに格納するか、一つ又は複数の251byteの固定長レコードに格納しなければならない。前者を通常モード、後者を分割モードと呼ぶ。分割モードにおいて、メッセージの長さとレコードの長さが合わない時レコード上の余りの部分は、ブランクで満たさなければならない。
２－２　メッセージグループ・ヘッダー
［メッセージグループ・ヘッダーに設定された内容に従って、実際にデータが伝送される。CI-NETで設定を規定している内容もあるので、「第4章 第2節 2 CIIシンタックスルール」も参照のこと。］
メッセージグループ・ヘッダーは、TYPE12で用いられるヘッダーで、図２－６の251byte長の固定フォーマットである。メッセージグループ・ヘッダーは、１－３項で示すキャラクターセットと文字コードで表現しなければならない。
一つのメッセージグループ・ヘッダーは、一つの251byteのレコードに格納しなければならない。
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図２－６　メッセージグループ・ヘッダーのフォーマット
①　分割区分（文字１byte：0（=X'30'））
    TYPE12のヘッダーかトレーラーであることを示す。
②　レコード区分（文字１byte：C（=X'43'））
    TYPE12のメッセージグループ・ヘッダーであることを示す。
③　運用モード（文字１byte）
    1（=X'31'）の時テスト・データを表す。0（=X'30'）または△（=X'20'）の時通
　常のデータを表す。
④　発信センターコード（キャラクターセットと文字コードは、表１－２を参照）
　　　ａ．所属VANコード　 （文字12byte）
    　ｂ．発信センターコード（文字12byte）
⑤　発信者コード（文字12byte）
　　キャラクターセットと文字コードは、表１－２を参照。
⑥　受信センターコード（キャラクターセットと文字コードは、表１－２を参照）
　　　ａ．所属ＶＡＮコード　（文字12byte）　
      ｂ．受信センターコード（文字12byte）
⑦　受信者コード（文字12byte）　　
    キャラクターセットと文字コードは、表１－２を参照。
⑧　BPID（キャラクターセットと文字コードは、表１－２を参照）
［CI-NET標準ビジネスプロトコルVer.1.5を使用する場合はCINT0115とする。］
　　　ａ．機　関（文字４byte）
　　　　　ユニークな、標準メッセージを管理する機関を表すコード
　　　ｂ．サブ機関（文字２byte）
          大分類管理コード（標準メッセージ管理機関が管理するコード）
　　　ｃ．版（文字２byte）　
          バージョン番号（標準メッセージ管理機関が管理するコード）
⑨　リザーブ（文字12byte）
　　将来の拡張エリア（allブランク（=X'20'））
⑩　情報区分コード（文字4byte）
情報の種類を表す。キャラクターセットと文字コードは、表１－２を参照。
［標準ビジネスプロトコルVer.1.5を使用する場合は、「第3章 第2節 3.1.3 情報区分コードリスト」を参照。］
⑪　第１トータル項目ナンバー（文字３byte×2）
　後述⑰の『拡張モード』に縮小がセットされている時ハッシュ・トータルに使う項目を指定する。項目No.（データ・タグ値）が239以下の９属性またはN属性の項目を指定する。２つの項目を指定できる。ブランクを指定すると、ハッシュ・トータルを行わない。キャラクターセットと文字コードは、表１－２を参照。
⑫  フォーマットID（文字２byte）
　　EIAJシンタックスルールとの互換を保つため、以下の値とする。
ａ．TYPE12通常モード（非分割モード）･････10（=X'3130'）　
ｂ．TYPE12分割モード･････････････････････11（=X'3131'）
ｃ．TYPE12受信確認電文･･･････････････････20（=X'3230'）
尚、透過／非透過モードの区別は本コードの値に影響しない。分割モードについては⑱を参照
⑬　リザーブ（文字10byte）
　　将来の拡張エリア（allブランク（=X'20'））　
⑭  作成日付時刻（文字12byte）
　メッセージグループの作成日付時刻YYMMDDHHMMSS。文字コードは、表１－２を参照。　
⑮　リザーブ（文字12byte）
　　将来の拡張エリア（allブランク（=X'20'））
⑯　シンタックスIDバージョン番号（文字６byte）
　シンタックスルール管理機関およびリリース・バージョン番号を表す。キャラクターセットと文字コードは、表１－２を参照。
⑰　拡張モード（文字１byte）
［CI-NETは拡張モードである。］
　ブランク（=X'20'）またはS（=X'53'）の時、縮小モード（EIAJシンタックスルール互換モード）を表し、E（=X'45'）の時、拡張モードを表す。文字コードは、表１－２を参照。
　このエリアが縮小にセットされている時はメッセージが縮小モード（EIAJシンタックスルール互換モード）であることを示し、拡張にセットされている時は、メッセージが縮小モードか拡張モードのどちらかであることを示す。
　通常、EIAJシンタックスルール互換モード（縮小モード）とする時はブランク（=X'20'）とし、それ以外の時はＥ（=X'45'）とする。
⑱　分割モード（文字１byte）
　ブランク（=X'20'）またはM（=X'4D'）の時、分割モードを表し、S（=X'53'）の時、通常モード（レコード分割無し）を表す。文字コードは、表１－２を参照。
　通常、EIAJシンタックスルール互換モード（分割モード）とする時はブランク（=X'20'）とし、非分割モードにする時はS（＝X'53'）とする。
⑲　文字コード
　メッセージをコーディングしている文字コードの種類を表す。文字コードは、表１－２を参照。
ａ．８bit系（文字１byte）
　ブランク（=X'20'）またはS（=X'53'）の時８bit系文字がJIS-X0201であり、P（=X'50'）の時それ以外を表す。　
ｂ．16bit系（文字１byte）
　ブランク（=X'20'）またはS（=X'53'）の時16bit系文字がJIS-X0208であり、P（＝X'50'）の時それ以外を表す。
　尚、EIAJシンタックスルールではこのエリアは定義されていないので、いかなる値を設定しても、通常のEIAJトランスレーターに対して効果を持たないが、JIS-X0201、JIS-X0208を指定する時にはブランク（=X'20'）を用いる方が望ましい。
⑳　非透過モード（文字１byte）
　ブランク（=X'20'）またはS（=X'53'）の時、透過モードを表し、M（=X'4D'）の時、非透過モードを表す。文字コードは、表１－２を参照。非透過モードについては、図２－６を参照。
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　尚、EIAJシンタックスルール互換モード（透過モード）とする時は、ブランク（=X'20'）にする必要がある。　　　　　　                      
　第2トータル項目ナンバー （文字５byte×2）
［CI-NETでは第２トータル項目ナンバーはブランクとする。これは主に以下の理由による。
・この機能は従来、CI-NETユーザーに全く利用されていない。
・この機能は、CIIシンタックスルールVer.2.10以降では廃止されている。このため、Ver.2.10以上に対応した市販トランスレーターの多くでは、この機能を備えていない。］
　⑰の『拡張モード』に拡張がセットされている時、ハッシュ・トータルに使う項目を指定する。９属性またはＮ属性の項目を指定する。2つの項目を指定できる。ブランクを指定すると、ハッシュ・トータルを行わない。また、⑪の第1トータル項目ナンバーは指定があっても、無視する。文字コードは、表１－２を参照。
　尚、⑰の『拡張モード』に縮小がセットされている時は、このエリアをブランクにしなければならない。
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　リザーブ（文字89byte）
　将来の拡張エリア（allブランク（=X'20'）
２－３　メッセージ（可変長）の構造（TYPE12）
一つのメッセージは、メッセージ・ヘッダー、TFDエリア、メッセージ・トレーラーで構成され、一つのトランザクション、例えば１通の発注書に相当する。又、通常モードでは、一つのメッセージは一つの可変長レコードに格納し、分割モードでは、250byte（分割識別子を除く）づつ単純に分解して、これに分割識別子を付加した251byteの固定長レコード（250byte未満の時はブランクを右側に追加して250byteの1レコードにする）に格納する。レコードへの格納方法を除けば、通常モードと分割モードは同一の構造である。以下では、通常モードのメッセージの構造を説明する。
２－３－１　メッセージの全体構造
図２－７の構造である。TFDエリア（Transfer Form Data Area）は可変長であり、この中にTFD形式のデータが収容される。TFD型式データの構造は、２－１－３及び２－１－４を参照。
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図２－７　メッセージの全体構造
２－３－２　メッセージ・ヘッダーの詳細
①　分割区分　　（9（=X'39'））
　　メッセージを収容したレコードの分割識別子
②　レコード区分　（D（=X'44'））
　　メッセージを収容したレコードであることを表す。
③　シーケンスNo.（数値５桁アンパック型式）
　メッセージを収容したレコードの昇順の５桁のシーケンス番号である。メッセージグループ・ヘッダー・レコード直後のレコードの値は１で、以後１づつ増加する。文字コードは表２－１を参照。
④　メッセージ長（数値２byteバイナリー型式）
　メッセージを収容したレコードの先頭から、トレーラーの手前までの全長を表す。トレーラーはこの長さに含まれないことに注意する。
　メッセージグループ・ヘッダーで透過モードが設定されている時は、数値の最大値は、32767である。これより長いメッセージの時は、このエリアの値を32896（X'8080'）とし、『２－３－５』で示すメッセージ長指示子によって、メッセージ長を表す。メッセージ長指示子を用いる場合は、メッセージ長指示子は、図２－７のTFD1の位置におかなければならない。
　メッセージグループ・ヘッダーで非透過モードが設定されている時は、このエリアの値を32896（X'8080'）とし、『２－３－５』で示すメッセージ長指示子によって、メッセージ長を表す。メッセージ長指示子を用いる場合は、メッセージ長指示子は、図２－７のTFD1の位置におかなければならない。
２－３－３　TFDエリア（Transfer Form Data Area）の詳細
TFDエリアは、TFD形式データ1（２－１－３参照）及びTFD形式データ2（２－１－４参照）で構成する。
TFDエリアは常に縮小モードに始まり、拡張モード指示子が出現した時点で拡張モードに切り換える。この拡張モードは、同一メッセージグループ内の次のメッセージのTFDエリアに影響しない。拡張モードで終わったメッセージの次のメッセージのTFDエリアは、再び縮小モードで始まる。
拡張モード指示子がTFDエリアにない時は、TFDエリア全体が縮小モードであり、さらに、メッセージグループ内のすべてのメッセージのTFDエリア全体が縮小モードの時メッセージグループ・ヘッダーの『拡張モード』が『Ｓ』になる。メッセージグループ内にひとつでも拡張モードのメッセージが存在する場合は、メッセージグループ・ヘッダーの『拡張モード』は『Ｅ』にしなければならない。通常のCIIトランスレーター（送信用）では、『拡張モード』の初期値を『Ｓ』とし、拡張モードのメッセージを作成した時点で、『拡張モード』を『Ｅ』に変更する。
TFD形式データは、常にタグ（データタグ又は制御タグ）で始まる。縮小モードの時、データタグは１byteのバイナリー数値であり、拡張モードの時、データタグは２byteのバイナリー数値である。制御タグは、縮小／拡張モードによらず常に１byteのバイナリーの数値である。データタグか制御タグかは、タグの最初の１byteの値によって決定される。この１byteの値が240（X'F0'）より小さい時データタグであり、240（X'F0'）以上の時制御タグである。
制御タグは、TFDエリアのモードや繰り返し構造のコントロールを行う。そこでTFD制御子とも呼ぶ。すなわち、データタグや制御タグ（TFD制御子）は、CIIシンタックスルールの最も重要な要素であり、このため、CIIシンタックスルールはタグ方式と呼ぶ。
TFDエリアを参照する時は、必ずエリアの先頭（左端）から参照しなければならない。エリア左端には、必ず、データタグか制御タグが存在する。
２－３－４　TFDの省略
一つのメッセージに含めなければならないTFD（データ項目）は、標準メッセージによって規定される。しかしながら、実際の業務で必要とするTFD（データ項目）が、標準メッセージによって規定されるTFD（データ項目）よりも少ないことがある。このような時、不要なTFD（データ項目）を省略することができる。TFD形式データ1（一般データ項目）の省略については何らの制限もない。さらに、数値がゼロの数値TFDや内容がallブランクの文字列TFDは、一般的に省略可能である。
TFD形式データ２（TFD制御子）については、一般に省略できない。しかしながら、マルチ明細制御子（マルチ明細ヘッダー、改行マーク及びマルチ明細トレーラー）は、条件により省略できることがある（２－３－７参照）。
２－３－５　TFD制御子の機能
TFD形式データ２は、TFD制御子と呼ばれ、TFDエリアのコントロールを行う。TFD制御子は、１byteのバイナリーの数値であるが、ある種のTFD制御子は制御データを保持する。制御データは固定長である（図２－８を参照）。
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図２－８　TFD制御子の構造
（1） 拡張モード指示子（240=X'F0'）
TFDエリアに、この制御タグが出現すると、それより右側のTFDエリアは、拡張モードになり、拡張モードのTFDが存在すると見なす。拡張モード指示子が同一のTFDエリアに複数個存在する場合は一番左側の拡張モード指示子が有効で、それ以外は無視する（図２－９を参照）。
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図２－９　TFDエリアにおける拡張モード指示子の機能
（2） データ長拡張子（242=X'F2'）
データ長が240byte以上の時、これを付加することで、データ長が２byteで表現されていることを示す。この拡張子は、常に、データタグの直後でデータ長エリアの直前になければならない。
データ長の直前にデータ長拡張子（X'F2'）が付加することで、データ長の最大長が、32767byteまで拡張される。通常のトランスレーターは、データ長が240byte以上になると自動的にデータ長拡張子（X'F2'）を付加し、データ長を２byteで表現する。
尚、単一項目のデータ長が240byte以上の時は、縮小モードでも、EIAJシンタックスルールとは互換性がない。
（3） メッセージ長指示子（247=X'F7'）
メッセージ長指示子はメッセージ長を表す制御タグであり、制御データとして７byteのメッセージ長を保持する。この制御タグは、TFDエリアの先頭（左端：図２－７のTFD1の位置）にある時のみ有効で、その他の場所に存在する時はエラーである。7byteのメッセージ長は、メッセージ・トレーラー（データセグメント・セパレーター（TYPE-Eの時））を除く、メッセージ長を表す。メッセージ長は、十進キャラクター表現である。　
メッセージ長指示子を用いる時は、メッセージ・ヘッダーのメッセージ長エリアをX'8080'にするとともに、メッセージ長指示子の長さ8byte分メッセージ長を増加させなければならない。メッセージ長指示子は、以下の時に用いる。
①　透過モードの時（TYPE12）
メッセージ長が、32776（byte）～9999999（byte）（メッセージ長指示子の長さ 8byteを含む）の時、図２－１０に示すように用いる（メッセージ長が9（byte）～32767（byte）の時は、メッセージ・ヘッダーのメッセージ長で表す）。
　　②　非透過モードの時（TYPE12）
メッセージ・ヘッダーのメッセージ長エリアを、X'8080'にし、図２－１０に示すように用いる。メッセージ長は17（byte）～9999999（byte）（メッセージ長指示子の長さ８byteを含む）が許される。
メッセージ長指示子を含むTYPE12メッセージは、縮小モードであっても、EIAJトランスレーターでは解読不能になる。
　　
③　TYPE-Eの時
メッセージ長が、32776（byte）～9999999（byte）（メッセージ長指示子の長さ8byteを含む）の時、メッセージ長エリアを99999として、メッセージ長指示子により、データ長を表す（詳細は、３－３－２を参照）。
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図２－１０　TYPE12におけるメッセージ長指示子の使い方
（4） バイナリーデータ補正子（248=X'F8'）
TYPE12の非透過モードの時、この補正子の直後の1byteのバイナリーデータが、補正されていることを示す。補正の方法は、２－６を参照。バイナリーデータ補正子は、以下のケースの時のみ有効である。
①　縮小モードで、データタグ（１byte）の直前にある時
②　縮小モードで、データタグ（２byte）の直前、データタグ第２byteの直前にある時
③　縮小／拡張モードで、レングスタグ（１byte）の直前、データ長拡張子付レングスタグ（２byte）の直前と第２byteの直前にある時
（5） インターナルセグメント指示子（249=X'F9'）
メッセージ本体内のTFDエリア内の任意のTFDの集合を、『インターナルセグメント』と定義する。インターナルセグメント指示子は、インターナルセグメントの区切りを示す（３－６も参照）。
①　インターナルセグメントは、インターナルセグメント指示子（X'F9'）、マルチ明細ヘッダー（X'FA'）、改行マーク（X'FB'）およびマルチ明細トレーラー（X'FC'）で区切られるTFDの集合である。
②　マルチ明細におけるセグメント
　　マルチ明細のセグメントは、インターナルセグメントであり、一つの明細内にインターナルセグメント・セパレーターを設けることで、二つのインターナルセグメントに分割することも可能である。
　
この制御タグは、１byteの明細番号を持つ。明細番号は、１～９とA～Zまでの35種類であるが、オプションとして156種類にすることもできる（３－６を参照）。すなわち、一つのメッセージ内に最大35種類（もしくは156種類）のインターナルセグメントを設定できる（３－３－２を参照）。インターナルセグメントはオプションであり、トランスレーターの処理になんらの影響も与えない。送信用トランスレーターではオプション指定によって、インターナルセグメント指示子を挿入する。一方、受信用トランスレーターでは、インターナルセグメント指示子を、単純に読み飛ばす（無視する）。
標準メッセージ上でインターナルセグメントを設定し、このセグメントとUN/EDIFACTにおけるセグメントの構造を一致させることにより、TYPE-EとUN/EDIFACTとの間の相互互換が可能になる。
尚、インターナルセグメント指示子を含むTYPE12メッセージは、縮小モードであってもEIAJトランスレーターでは解読不能になる。
（6） マルチ明細ヘッダー（250=X'FA'）
このTFDは、マルチ明細ヘッダーを表し、マルチ明細の始まりを示す（２－３－７を参照）。
拡張モードの時は、このTFD制御子は１byteの制御データを保持し（図２－８）、マルチ明細の番号を明示する。一つの標準メッセージ内に２つ以上のマルチ明細がある時、この番号を用いて、明示的に、それぞれのマルチ明細を区別する。明細番号は、１（=X'31'）、2（=X'32'）、・・・・、9（=X'39'）、Ａ（=X'41'）、Ｂ（='42'）、・・・・、Z（=X'5A'）までの35種である。
尚、縮小モードの時はマルチ明細の番号の明示はなく、明細番号は常に『0』として扱う。例えば、縮小モードの時にマルチ明細が始まり、その明細が終わる前に拡張モードへ移行した時は、ゼロ番のマルチ明細として認識する。
通常の送信用トランスレーターは、明示的明細番号付マルチ明細をTFDエリアに組み込む時、拡張モードに移行させる。
（7） マルチ明細改行マーク（251=X'FB'）
　　　マルチ明細の１行の終わりを示す（２－３－７を参照）。
（8） マルチ明細改行トレーラー（252=X'FC'）
　　　マルチ明細の終わりを示す（２－３－７を参照）。
（9） トレーラー（メッセージ・トレーラー）（254=X'FE'）
　TFDエリアの終わりを示す。メッセージの終りでもある。メッセージ・トレーラーを兼ねる。
（10） その他
　TFD形式データ1のデータエレメントのデータ長は、縮小形式の時、最小１byte、最大239byteであり、拡張形式の時、最小240byte、最大32767byteである。いずれの場合も、０byteは許されない。
２－３－６　データタグと項目No.
標準メッセージやデータエレメント・ディレクトリーでは、設計やメンテナンスの合理化のために、データエレメントに整理番号を付け、項目No.とする。CIIシンタックスルールでは、この項目No.とTFD形式データ1のデータタグの値を一致させることにより、トランスレーターの変換テーブルの運用を効率化させる。従って、新しい項目を標準メッセージやデータエレメント・ディレクトリーに追加する時は、ある規則に従って、その追加項目の項目No.を定める。この規則を、項目No.割当計画と呼ぶ。表２－３は、産業情報化推進センターが推奨する割当計画である。
表２－３　項目No.割当計画
	データタグの値
	データ長自身の長さ
	項目No.の割当（意味及び機能）

	拡張モード
	縮小モード
	
	

	Hex
	Dec
	長さ
	Hex
	Dec
	長さ
	
	

	0000
	0
	2
	00
	000
	1
	1
	使　用　禁　止

	0001

～

00EF
	1

～

239
	2
	01

～

EF
	001

～

239
	1
	1
又は
2
	一般項目（８bit文字、16bit文字）の項目No.を表す。（9,X属性のデータのみ使用し、データ長エリアが１byte（項目データ長が239byte以下）の時、EIAJ標準との互換性領域）

	00F0

～

EA5F
	240

～

59999
	2
	無効
	無効
	無効
	1
又は
2
	一般項目（8bit文字、１６bit文字）の項目No.を表す。

	EE48

～

EFFF
	61000

～

61439
	2
	無効
	無効
	無効
	1
又は
2
	使用禁止（リザーブ、但し、X'EF00'（=61184）～X'EF0F'（=61199）までは、設計画像データ識別子）


２－３－７　データの繰り返し（繰り返しルール：表型式データ）
同一メッセージ内のTFDエリアでは、同一のデータタグ値を持つTFD形式データ1のTFD（データ項目）を2個以上含めることは原則としてできない。同一のデータタグ値を持つTFD形式データ1を複数個含めるためには、繰り返しルールを用いる。
（1） 単独項目の暗示的繰り返し
同一のデータタグ値のTFDを単純に複数個並べることで、同一メッセージ上で、同一項目を複数個伝送できる。この場合、同一項目（TFD）を隣合うように並べ、送信側と受信側でメッセージ内での項目の順番の管理を、厳密に行わなければならない。この方式は運用ミスを起こしやすく、推奨できない。なるべく、セグメント化する。
（2） マルチ明細
いくつかのTFD（データタグ値は、それぞれ異なる）を集めてセグメントとし、セグメント単位で明示的に繰り返しを行うもので、表型式データの伝送に適用する。セグメントは一つのTFDで構成してもよい。
図２－１１のように、最初のセグメントの先頭にマルチ明細ヘッダー、セグメントとセグメントの間に、改行マーク、最後のセグメントの終わりに、マルチ明細トレーラーをセットする。また、必要に応じて各セグメント内の任意のTFDを省略できる。同一セグメント内のすべてのTFDが省略された時は、改行マークだけが残される（図２－１２）。
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図２－１１　マルチ明細
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図２－１２　マルチ明細（図２－１１のTFD１－２，TFD２－２，TFD３－２が省略された時）
マルチ明細のセグメントの中にインターナルセグメント指示子を含めることもできる（図２－１３）。インターナルセグメント指示子は、マルチ明細のコントロールには何らの影響も与えない。
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図２－１３　マルチ明細内のインターナルセグメント
（3） マルチ明細の複数化
縮小モードでは、暗示的にマルチ明細の複数化ができる。この場合、図２－１４に示すように、左側のマルチ明細の省略を行う時は、少なくともマルチ明細ヘッダーとマルチ明細トレーラーは残すことが望ましい。
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図２－１４　縮小モードにおけるマルチ明細の複数化
拡張モードでは、マルチ明細の番号によって明示的にマルチ明細の複数化を行う。この場合、任意のマルチ明細が省略可能である（図２－１５参照）。
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図２－１５　拡張モードにおけるマルチ明細の複数化（第２マルチ明細の省略）
（4） マルチ明細のネスト化（拡張モード）
　拡張モードでは、マルチ明細のネスト化ができる。図２－１６に示すように、3次元以上の表型式データで用いる。各レベルでのマルチ明細ヘッダーの明細番号は、異なる番号を用いる。また、任意のTFD、セグメントおよびマルチ明細の全体を省略できる。しかしながら、レベル２のセグメントが省略されない場合、レベル１のセグメントのマルチ明細ヘッダーとマルチ明細トレーラーは省略しないことも可能であるが、このことによって誤動作する受信用トランスレーターもある。一般的にｎ＜ｍの時、レベルｍのセグメントが省略されない場合、レベルｎのマルチ明細ヘッダーとマルチ明細トレーラーを省略しない時は、注意を要する。
縮小モードでのマルチ明細のネスト化は、禁止する。多くの送信用トランスレーターは、明細番号無のマルチ明細によるネスト化を検出した場合、自動的にエラー処理を行う。
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図２－１６　マルチ明細のネスティング
２－３－８　縮小／拡張モードとマルチ明細の関係
（1） マルチ明細中での拡張モードへの移行
　縮小モード中の明細番号無マルチ明細の途中で、拡張モードへ移行した時はそのマルチ明細は、『0』番の明細番号付マルチ明細と見なす。
（2） 拡張モード中の明細番号無マルチ明細
　拡張モード中では、明細番号無マルチ明細ヘッダーの使用は許されない。従って、拡張モード中に明細番号無マルチ明細が出現した時（トランスレーターの変換テーブルでこのような指定のケースがある）は、強制的に『0』番の明細番号を付加する。従って、拡張モードの『0』番マルチ明細と縮小モードにおけるマルチ明細は、同一明細として取り扱う。　
２－３－９　メッセージ・トレーラー
TFDエリアの終わりを示すTFD制御子（１byteの数値（254=X'FE'））で、一つのメッセージの終わりをも示す。メッセージ・トレーラーを兼ねる。
２－４　メッセージの格納構造（TYPE12分割モード）
TYPE12の通常モードでは一つの可変長のメッセージを一つの可変長レコードに格納する。一方、分割モードでは一つの可変長メッセージを250byteずつに分割して、１個あるいはｎ個の251byteの固定長レコードに収容する。すなわち、分割モードの時はメッセージの内容自体は同一で、論理レコードへの格納方法が異なる。
レコードの分割は、以下のように行われる。
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分割されたメッセージ（250byte）の左先頭に、分割区分（１byte）を追加した251byteのデータを分割化レコードとする。分割区分は、レコードの順番チェックと最終レコードの検出のために、次のように付番する。文字コードは、原則としてJIS-X0201である。
　　１（=X'31'）→２（=X'32'）→　･････→８（X'38'）
　　　　→１（=X'31'）→２（=X'32'）→･････→５（=X'35'）→９（X'39'）（最終レコード）
つまり、１，２，３，･････の順で８まで行き、ふたたび１から８まで番号を付ける。１～８までの繰り返しである。そして、最終レコードは、常に９を付ける。図２－１７は、４つに分割された例を示す。最終レコードの右余白には、ブランク（=X'20'）を満たす。
尚、メッセージ長が250byte以下の時（分割区分を除く）は、１レコードに格納され、分割区分は、９=X'39'である。
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図２－１７　TYPE12分割化固定長レコード（４分割の例）
２－５　メッセージグループ・トレーラー
メッセージグループ・トレーラーは、TYPE12で用いられるトレーラーで、図２－１８で示す251byteの固定フォーマットである。一つのメッセージグループ・トレーラーは、一つの251byte長のレコードに格納される。
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図２－１８　メッセージグループ・トレーラー（TYPE12）
２－５－１　メッセージグループ・トレーラーの詳細
①　分割区分（0（=X'30'））
ヘッダーもしくはトレーラー・レコードであることを示す。
②　レコード区分（E（=X'45'））
メッセージグループ・トレーラーであることを示す。
③　最終シーケンスNo.（数値15桁アンパック型式）
直前のメッセージのシーケンスNo.である。すなわち、メッセージの数を表す。メッセージが０件の時は、０になる。文字コードはJIS-X0201を用いる。
④　トータル項目No.
ａ．項目合計1（数値15桁アンパック型式）
　　チェック用トータル数値１、文字コードは、JIS-X0201を用いる。
ｂ．項目合計2（数値15桁アンパック型式）
　　チェック用トータル数値２、文字コードは、JIS-X0201を用いる。
⑤　リザーブ　（文字214byte）
将来の拡張エリア（allブランク=X'20'）
２－５－２　チェック用トータル数値の算出方法
［CI-NETでは、トータル項目No.によるチェックは行わない。理由は「２－２メッセージグループヘッダ第２トータル項目ナンバー」に加筆した注釈を参照。］
メッセージグループ・ヘッダーで指定された項目No.（データ・タグ値）の数値データをメッセージ中から取り出し、全体の桁数が15桁より小さい時は、左側に０を必要な数だけ追加し全体の桁数が16桁以上の時は、16桁以上をカットして15桁にして、加算する。和が16桁以上になる時は、その都度16桁以上をカットして15桁にする。一つのメッセージグループ内にある指定されたTFDの数値（データ部）の総計を、チェック用トータル数値とする。項目１と項目２それぞれ独立に計算する。
メッセージグループ・ヘッダーの拡張モード指示子で、縮小モード（ブランク又はＳ）が設定されている場合には、第１トータル項目ナンバー・エリアに設定された３桁の項目No.（データタグ）で示されるTFDのデータ部の数値を用いてチェック値を計算し、拡張モード（E）が設定されている場合には、第２トータル項目ナンバー・エリアに設定された５桁の項目No.（データタグ）で示されるTFDのデータ部の数値を用いてチェック値を計算する。
計算に用いる数値は、TFD形式における数値データをそのまま用いる。N形式の数値データの時は、正負の符号と小数点を無視して用いる。特に、N形式において送信用のトランスレーターの不具合により、省略可能な右側のLSBにゼロが存在する場合がある（図２－１９）。この場合はゼロを無視しないで計算を行う。
ブランク（=X'20'）または0（=X'30'）の項目No.が指定された場合には、項目合計については、チェック用トータル数値を算出せず0（=X'30'）とする。
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図２－１９　N形式データにおけるトータル・チェック値計算用の数値
　CIIシンタックスルールにおけるチェック用トータル数値の算出方法は、EIAJシンタックスルールにおけるそれとは異なるので、縮小モードにおいて互換性を持たせるためには、９属性で小数点以下の桁数が３桁で定義されているデータ項目を、第１トータル項目ナンバー・エリアに設定しなければならない。
２－６　非透過モード時の文字コードの変換およびバイナリー　　　　データの補正
【省略】
３．CIIシンタックスルールの詳細（TYPE-E）

【省略】
４．システム運用電文フォーマット
システム運用電文は、データ交換に係わるシステム運用を円滑に行うためにあるメッセージであり、受信確認メッセージとゼロ件メッセージの２種類がある。
受信確認メッセージとは、業務メッセージの受信済ステータスを、業務メッセージの受信者から送信者へ知らせるメッセージであり、このメッセージの発信は、業務上の約束の成立を意味しない。例えば、発注メッセージの受信済ステータスをこのメッセージで送信者へ通知しても、発注契約は成立しない。受信確認メッセージは、システム上の電文受信が成立したことを、送信者に伝達するものである。
ゼロ件メッセージは、受信者に対して、送信すべきメッセージ件数がゼロ（無）であることを伝達するために用いるメッセージである。
４－１　受信確認メッセージの確認（TYPE12）
TYPE12の受信確認メッセージの構造を、図４－１に示す。
以下に、TYPE12の受信確認メッセージの詳細を示す。文字コードは、JIS-X0201を使用する。
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図４－１　TYPE12の受信確認メッセージ
①　メッセージグループ･ヘッダー（文字251byte）
　　図２－６と同一の固定フォーマット
	ａ．情報区分コード（文字４byte）
	
	9001（=X‘39303031’）

	ｂ．トータル項目ナンバ（文字３byte×２）
	
	allブランク（=X‘20’）（ハッシュ･トータル無）

	ｃ．フォーマットID（文字２byte）
	
	受信確認電文 20（=X‘3230’）

	ｄ．その他の項目
	
	図２－６と同一内容


②　受信確認メッセージ（文字251byte）
	ａ．レコード区分（文字１byte）
	
	データーレコード（受信確認メッセージ）であることを示す（D（=X‘44’））。

	ｂ．シーケンスNo. （数値５byte）
	
	通常、00001（=X‘3030303031’）

	ｃ．受信メッセージグループ･ ヘッダーの内容（文字129byte）
	
	受信に成功したメッセージグループ･ヘッダーの分割識別子～作成日付時刻までの129byteのコピー

	ｄ．同トレーラーの内容（文字37byte）
	
	受信に成功したメッセージグループ・トレーラーの分割識別子～トータル項目No.（項目合計２）までの37byteのコピー

	ｅ．エラーフラグ（文字２byte×5）
	
	受信側で、受信用トランスレーターでメッセージグループを処理した時発生したエラーのエラーコードをセットする。受信用トランスレーターで検出したエラーのエラーコードを検出順に最大５個までセットできる。エラーコードは、表４－１を用いる。
　allブランク（=X‘20’）かallゼロ（=X‘30’）の時、エラー無とする。

	ｆ．（作成）日付時刻（文字12byte）
	
	当該受信確認メッセージの作成時刻（YYMMDDHHMMSSタイプ）

	ｇ．リザーブ（文字56byte）
	
	将来の拡張エリア（allブランク（=X‘20’））


③　メッセージグループ･トレーラー（文字251byte）

図２－１８と同一の固定フォーマット
	ａ．最終シーケンス番号（数値５byte）
	
	通常、00001（=X‘3030303031’）

	ｂ．トータル項目No. （数値15byte×2）
	
	allブランク（=X‘20’）（ハッシュ･トータル無）

	ｃ．その他の項目
	
	図２－１８と同一内容


尚、受信確認メッセージは、一組のメッセージグループ・ヘッダーとメッセージグループ・トレーラーの中に、複数個入れることも可能である。
表４－１　受信確認電文で表示されるエラーコード

	エラーコード
	エラー内容

	△△（ﾌﾞﾗﾝｸ）
	エラーなし

	00
	エラーなし

	01
	取決め以外の情報区分コード

（トランスレーターの構造によっては、出力されない）

	02
	メッセージグループ・ヘッダーが見つからない

	03
	メッセージグループ・トレーラーが見つからない

	04
	シンタックスIDの不正

	05
	分割区分シーケンスエラー

	10
	未定義制御タグの検出

	11
	不正データタグ検出

	12
	マルチ明細ヘッダーが実行形式SMテーブル上にない

	13
	マルチ明細トレーラーが実行形式SMテーブル上にない

	14
	固有側（標準側）の繰り返しが標準側（固有側）繰り返し超えた

	15
	データのレングスが最大値を超えた

	16
	チェック・サム項目の値が数値でない

	17
	数値変換の項目の値が数値でない

	18
	標準側データ長が固有側データ長より大きい

	19
	レコード区分がＤでない（メッセージが見つからない）

	20
	過大レコード長

	21
	メッセージ・トレーラー（X‘FE’）がない

	22
	負のデータ有り（９属性の時など）

	30
	シーケンスNo.が昇順ではない

	31
	チェック・サムの数値がメッセージグループ・トレーラー上の数値と一致しない

	32
	実行形式ＳＭテーブルサーチ不能

	33
	不正文字コードの検出

	34
	非透過モード時のメッセージ長不正

	35
	縮小モード中のマルチ明細のネスト、もしくは拡張モードマルチ明細ヘッダー有り

	36
	Y属性（日付）データの不正

	40
	UNAセグメントの不正

	41
	UNBセグメント無し

	42
	UNHセグメント無し

	43
	UNTセグメント無し

	44
	UNZセグメント無し

	99
	その他のエラー


４－２　受信確認メッセージの構造（TYPE-E）
　　　【省略】
４－３　ゼロ件メッセージの構造
ゼロ件メッセージは、図４－３に示すように、TYPE12については、メッセージのない（０件）メッセージグループ・ヘッダーとメッセージグループ・トレーラーの対である。
TYPE12のゼロ件メッセージでは、メッセージグループ・ヘッダー及びメッセージグループ・トレーラーの中のトータル項目No.を、すべてブランク（=X‘20’）としてハッシュ･トータル・チェックをバイパスし、さらに、メッセージグループ・トレーラーの中の最終シーケンス番号をゼロ（メッセージ無）とする。
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図４－３　ゼロ件メッセージの構造
５．設計画像EDI用拡張仕様
［ここで「設計画像データ」と表示されているデータは、CI-NETで「技術データ」と定義しているデータと同義である。］
本拡張仕様は、設計画像EDI用に、CIIシンタックスルール1.11に設計画像データ格納機能を追加したものである。拡張されたCIIシンタックスルールは、バージョン1.51として区別される。バージョン1.51は、TYPE12 、通常／分割モード、透過モード、拡張モードの延長上で定義される。図５－１のように、設計画像データオプションが追加され、このオプションの無い規格がバージョン1.11である。
また、バージョン1.51は常に拡張モードとして定義される。
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図５－１　CIIシンタックスルールの1.11と1.51
CIIシンタックスルール1.51はCIIシンタックスルール1.11を完全に包含している。以下では、CIIシンタックスルール1.51によって拡張された部分の仕様を記述する。
５－１　メッセージ／設計画像データと交換の階層
CIIシンタックスルール1.51では、新たに『設計画像データ』が定義される。設計画像データはメッセージと同等の位置づけを持っており、メッセージグループは、メッセージと設計画像データで構成される。メッセージと設計画像データを任意にメッセージグループに含めることができ、メッセージグループは以下の３種が存在可能となる。また、交換の階層は、図５－２のようになる。
①　メッセージだけのメッセージグループ（従来のメッセージグループに相当）
②  メッセージと設計画像データの混在
③　設計画像データだけのメッセージグループ
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図５－２　CIIシンタックスルール1.51の交換の階層
５－２　設計画像データの基本構造
一つの設計画像データは一つの設計画像データ・ヘッダー、一つのビット列データ、一つの設計画像データ・トレーラーで構成される。
５－２－１　設計画像データ・ヘッダー
設計画像データ・ヘッダーは、251byteの固定フォーマットのデータで、メッセージグループ内において一つの設計画像データの始まりを表す。
５－２－２　ビット列データ
ビット列データは、CAD/CAMデータ、イメージデータそのもので、byte単位のビット列とする。但し、通常モードにおいて32000byteあるいは分割モードにおいて250byteを超える場合は、格納構造の規定にしたがって分割される。
なお、ビット列データのフォーマット、すなわちCAD/CAMデータ、イメージデータそのもののフォーマットについては、本シンタックスルールでは規定されない。
５－２－３　設計画像データ・トレーラー
設計画像データ・トレーラーは、一つの設計画像データの終わりを表す。
５－３　設計画像データの詳細構造
５－３－１　設計画像データ・ヘッダーのフォーマット
設計画像データ・ヘッダーは、251byteの固定フォーマットで、図５－３の構造である。
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図５－３　設計画像データ・ヘッダーのフォーマット
①　分割区分（１byte：X‘40’）
設計画像データのヘッダーかトレーラーであることを表す。
②　ヘッダー表示（１byte：X‘48’）
設計画像データのヘッダーであることを表す。
③　シーケンスNo. （５byte：数字（文字コードはJIS-X0201（表１－１参照））
メッセージヘッダーのシーケンスNo.と同一の意味をもっており、メッセージヘッダーと設計画像データ・ヘッダーを区別せずに、１から１つずつ昇順に付番する。
④　番　号（４byte：数字（文字コードはJIS-X0201（表１－１参照））
同一メッセージグループ内で、設計画像データとメッセージの論理的関係を示す『番号』で、同一の『番号』を持つ設計画像データとメッセージが論理的関係にあることを表す。
尚、メッセージ内では、タグ番号‘EF00（＝61184）’のTFDが、この『番号』の項目になる。番号の値そのものは運用で決めるが、通常必要な範囲においてユニークでなければならない。
⑤　ファイル識別名（80byte：文字（文字コードはJIS-X0201（表１－１参照））
設計画像データをローカルに保存するときのファイル名で、左詰めにセットし余りはブランクで満たす。ファイル名そのものは運用で決めるが、通常必要な範囲においてユニークでなければならない。
⑥　フォーマット識別名（32byte：文字（文字コードはJIS-X0201（表１－１参照））
設計画像データそのもの（ビット列データ）のフォーマットを表す識別名で、左詰めにセットし余りはブランクで満たす。識別名そのものは運用で決める。　
⑦　圧縮識別名（32byte：文字（文字コードはJIS-X0201（表１－１参照））
設計画像データそのもの（ビット列データ）のデータ圧縮方法を表す識別名で、左詰めにセットし余りはブランクで満たす。識別名そのものは運用で決める。
５－３－２　ビット列データのフォーマット
ビット列データは設計画像データの本体である。ビット列ではあるが、伝送単位は8bit（１byte）単位である。251bitのような８の倍数でないビット列は扱わない。
ビット列データのフォーマットは、通常モード時と分割モード時で異なっており、通常モード時は32001byte、分割モード時は251byteの固定長フォーマットになっている。
図５－４にフォーマットを示す。尚、ビット列データそのもののフォーマットについては、本シンタックスルールで規定されない。運用で決定する。
①　分割区分（１byte）
ビット列データであることを示す。（X‘41’～X‘48’のシーケンスの繰り返し、最後のレコードは、X‘49’）
②　データ
設計画像データそのものである。シンタックスルール上は、単純なビット列である。
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図５－４　ビット列データのフォーマット
５－３－３　設計画像データ・トレーラーのフォーマット
設計画像データ・トレーラーは、251byteの固定フォーマットで図５－５の構造である。
①　分割区分（１byte：X‘40’）
設計画像データのヘッダーかトレーラーであることを表す。
②　ヘッダー表示（１byte：X‘54’）
設計画像データのトレーラーであることを表す。
③　シーケンスNo.（５byte：数字（文字コードはJIS-X0201（表１－１参照））
設計画像データ・ヘッダーのシーケンスNo.と同一の番号とする。
④　番　号（４byte：数字（文字コードはJIS-X0201（表１－１参照））
設計画像データ・ヘッダーの『番号』と同一の番号とする。
⑤　直前（最終）のレコードの有効データ長（バイナリー32bit）
ビット列データは、格納構造にしたがって複数の固定長のレコードに分割して格納される。この場合、一般的に最後のレコードに端数のデータが発生する。有効データ長は、その端数の長さを表している。数値の１が１byteに相当し、以下、２が２byteに、ｎがｎbyteに相当する。
⑥　全レコード数（バイナリー32bit）
設計画像データは、格納構造にしたがって複数の固定長のレコードに分割して格納する。全レコード数は、そのレコード数を表す（設計画像データ・ヘッダーと設計画像データ・トレーラーを含む）。　
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図５－５　設計画像データ・トレーラーのフォーマット
５－４　設計画像データの格納構造
　設計画像データは、通常モード時も分割モード時も固定長であり、下記のように格納する。（図５－６参照）
（1） 通常モード時
　　　設計画像データ・ヘッダー（251byte）と設計画像データ・トレーラー（251byte）は、それぞれ一つの可変長レコードに格納する。そして、ビット列データは、32001byteの固定長データを一つの可変長レコードに格納する。
（2） 分割モード時
　　　設計画像データ・ヘッダー（251byte）と設計画像データ・トレーラー（251byte）は、それぞれ一つの固定長レコードに格納する。そして、ビット列データは、251byteの固定長データを一つの固定長レコードに格納する。
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図５－６　設計画像データの格納構造
（3）　分割区分のシーケンス（各レコードの最初１byte）
　　①　設計画像データ・ヘッダー･･････X‘40’
　　②　ビット列データ････････････････X‘41’～X‘48’の繰り返しシーケンス
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 最後のレコード（設計画像データ・トレーラ
ー直前のレコード）は、X‘49’
　　③　設計画像データ・トレーラー････X‘40’
５－５　設計画像EDI専用データタグ番号
【省略】
５－６　補　足

（トランスレーターにおける設計画像データ指示子の位置づけ）
５－６－１　送信側トランスレーター
①　変換テーブルには、設計画像特殊TFDが通常のデータ項目と同様に定義される。
②　変換テーブルで示されるローカルエリアには、設計画像データに関する情報が記述される。
③　設計画像データは、一つのデータで一つのファイルを構成しているのが望ましい。この場合は、『ファイルアクセスに関する記述』は、ファイル名のみでよい。そうでない場合は、ファイル名とアクセスキーの記述が必要になる。
④　通常のトランスレーターでは『番号』を自動採番（昇順）する。『ファイル識別名』『フォーマット識別名』『圧縮識別名』『ファイル名メモ』『任意メッセージ』は、ユーザーが適当な値を設定しなければならない。
⑤　変換テーブルには、メッセージパス機能が必要である。即ち、通常はメッセージと設計画像データ混在で生成するが（最小のメッセージは、設計画像特殊TFDのみとなる）、パス機能によりメッセージの作成を抑止する。
５－６－２　受信側トランスレーター
①　変換テーブルには、設計画像データ指示子が通常のデータ項目と同様に定義される。
②　変換テーブルで示されるローカルエリアには、設計画像データに関する情報が、受信メッセージ（設計・画像データ）から展開される。この情報は通常、メッセージの方から展開される。
③　『ファイルアクセスに関する記述』は、トランスレーターが自動発生し、ユーザー側にその値を通知するエリアとなる。
④　『ファイルアクセスに関する記述』は、受信した設計画像データを書き込むファイルを指示する
⑤　トランスレーターが『ファイルアクセスに関する記述』を自動発生する方法として、以下に示すような複数の方法の中から、ユーザーが選択できるようにする。
ａ．あらかじめ、ファイル名列をトランスレーターに与え、その中からトランスレーターが自動選択する。
ｂ．プレフィックス（数文字）をトランスレーターに与え、トランスレーターがそれに４桁の番号を追加し、ファイル名とする。
ｃ．ファイル名をトランスレーターに与え、アクセスキー（数字６桁程度）をトランスレーターが『000001』から昇順に付番する方式（メインフレーム向き）。
⑥　設計画像データをファイルへ書き込むとき、メッセージ関係とは別のユーザーインターフェースエリアを用意しておき、ここへ、ハンドリングした設計画像データのヘッダー情報をおとす。
III  附属資料
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1byte　～　250byte ･･････ 1レコード


251byte　～　500byte ･･････ 2レコード


501byte　～　750byte ･･････ 3レコード








250×（n-1）＋1byte　～　250byte ･･････ nレコード
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